
(57)【要約】

【課題】電気的不具合の発生を防止し、挿入部径の細径

化を図った、観察性能に優れた体腔内観察装置を提供す

ること。

【解決手段】先端部２には駆動モータ１１、エンコーダ

１２、スリップリング１３及び駆動軸支持部材１４を配

置するためのユニット配置用凹部７が形成され、先端に

は先端キャップ６が配設される。ユニット配置用凹部７

とキャップ内空間部６ａとで構成される超音波用空間部

８内に超音波ユニット５が配置される。駆動軸支持部材

１４は円環状の弾性部材で、内周面７ａ及び外周面１１

ｂに略当接した状態で駆動軸１１ａを軸支して、超音波

用空間部８を機構部配置空間１６と振動子配置空間１７

とに分割する。機構部配置空間１６には絶縁性油３１が

充填されて駆動モータ１１、エンコーダ１２、スリップ

リング１３が浸漬状態になる。振動子配置空間１７には

水３２が充填されて超音波振動子４が水没状態になる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 の 先 端 部 に 超 音 波 振 動 子 、 ス リ ッ プ リ ン グ 、 エ ン コ ー ダ 及 び 駆
動 モ ー タ を 有 す る 超 音 波 ユ ニ ッ ト が 配 置 さ れ 、 前 記 先 端 部 に 配 置 さ れ る 先 端 キ ャ ッ プ 内 部
に 位 置 す る 前 記 超 音 波 振 動 子 が 前 記 駆 動 モ ー タ に よ っ て 機 械 的 に 回 転 さ れ て 体 腔 内 超 音 波
画 像 を 得 る 体 腔 内 観 察 装 置 に お い て 、
前 記 先 端 部 に 超 音 波 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る ス リ ッ プ リ ン グ 、 エ ン コ ー ダ 及 び 駆 動 モ ー タ を 配
置 す る ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 を 形 成 し 、 こ の ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 と 前 記 先 端 キ ャ ッ プ が 形 成
す る キ ャ ッ プ 内 空 間 部 と で 構 成 さ れ る 超 音 波 用 空 間 部 を 、 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 を 所 定
状 態 で 支 持 す る よ う に 配 置 さ れ る 環 状 の 駆 動 軸 支 持 部 材 に よ っ て 振 動 子 配 置 空 間 と 機 構 部
配 置 空 間 と に 分 割 し 、
前 記 振 動 子 配 置 空 間 内 に 超 音 波 伝 達 媒 体 を 充 填 す る 一 方 、 前 記 機 構 部 配 置 空 間 内 に 絶 縁 性
油 を 充 填 し た こ と を 特 徴 と す る 体 腔 内 観 察 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 の 先 端 部 に 超 音 波 振 動 子 を 配 置 し た 体 腔 内 観 察 装 置
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 体 腔 内 に 挿 入 部 を 挿 通 さ せ て 観 察 を 行 う 体 腔 内 観 察 装 置 が 知 ら れ て い る 。 こ の
体 腔 内 観 察 装 置 と し て は 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 照 明 光 を 供 給 す る 照 明 光 学 系 及 び こ の 照 明 光
学 系 で 照 ら さ れ た 観 察 部 位 の 光 学 像 を 撮 像 す る 観 察 光 学 系 を 備 え た 内 視 鏡 や 、 こ の 内 視 鏡
の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 介 し て 体 腔 内 に 導 入 さ れ 、 先 端 部 に 超 音 波 振 動 子 を 配 設 し た 超
音 波 プ ロ ー ブ が あ る 。 ま た 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 前 記 照 明 光 学 系 及 び 観 察 光 学 系 と 、 超 音 波
振 動 子 と を 配 設 し た 超 音 波 内 視 鏡 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ や 超 音 波 内 視 鏡 で は 先 端 部 に 超 音 波 振 動 子 を 配 置 し て 、 こ の 先 端 部 か
ら 離 れ た 例 え ば 操 作 部 に 配 設 さ れ て い る 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 を フ レ キ シ ブ ル シ ャ フ ト 等 の
伝 達 部 材 を 介 し て 伝 達 し て 前 記 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ る 構 成 の も の や 、 図 ３ に 示 す よ う
に 先 端 部 ２ １ 内 に 、 超 音 波 振 動 子 ２ ２ に 加 え 、 駆 動 モ ー タ ２ ３ や エ ン コ ー ダ ２ ４ 、 ス リ ッ
プ リ ン グ ２ ５ 等 を 内 蔵 し 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ ２ を 前 記 駆 動 モ ー タ ２ ３ で 直 接 的 に 回 転 さ
せ る よ う に 構 成 し た 超 音 波 内 視 鏡 ２ ０ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 超 音 波 内 視 鏡 ２ ０ で は 、 Ｏ リ ン グ 等 の 水 密 部 材 ２ ６ を 前 記 駆 動 モ ー タ ２ ３ の 駆 動 軸 ２
３ ａ の 所 定 の 位 置 に 配 置 し て 、 こ の 水 密 部 材 ２ ６ を 前 記 駆 動 軸 ２ ３ ａ 及 び 先 端 部 透 孔 ２ １
ａ の 内 周 面 に 所 定 の 押 圧 力 で 密 着 さ せ て 水 密 な 水 密 空 間 ２ ７ を 形 成 し 、 こ の 水 密 空 間 ２ ７
内 に 超 音 波 振 動 子 ２ ２ を 配 置 す る と と も に 超 音 波 伝 達 媒 体 で あ る 例 え ば 水 ２ ８ を 充 満 さ せ
て 、 超 音 波 振 動 子 ２ ２ を 水 没 状 態 に し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 図 ３ に 示 し た 超 音 波 内 視 鏡 で は 水 密 部 材 を 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 及
び 先 端 部 透 孔 に 所 定 の 押 圧 力 で 密 着 さ せ て 前 記 水 密 空 間 を 形 成 し て い た の で 、 先 端 部 透 孔
内 の 空 気 が 水 密 空 間 内 に 充 満 さ れ て い る 水 の 中 に 混 入 し て 気 泡 を 発 生 さ せ る 要 因 に な る お
そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 何 ら か の 理 由 で 水 密 部 材 の 水 密 状 態 に 不 具 合 が 生 じ る と 、 水 密 空 間 内 の 水 が 先 端 部
透 孔 に 漏 出 し て 、 ス リ ッ プ リ ン グ を 短 絡 さ せ た り 、 駆 動 モ ー タ 或 い は エ ン コ ー ダ に 不 具 合
を 発 生 さ せ る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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さ ら に 、 こ れ ら の 不 具 合 の 発 生 を 防 止 す る た め に 、 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 及 び 先 端 部 透 孔 の
内 周 面 に 密 着 す る 水 密 部 材 の 密 着 度 を 高 め る と 、 駆 動 軸 に 対 し て 大 き な 抵 抗 が 働 く 。 す る
と 、 こ の 抵 抗 に 抗 し て 駆 動 軸 を 所 定 ト ル ク で 回 転 さ せ る た め に 、 高 ト ル ク の 大 型 の 駆 動 モ
ー タ が 必 要 に な っ て 、 挿 入 部 径 を 細 径 に 形 成 す る こ と が 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 電 気 的 不 具 合 の 発 生 を 防 止 し 、 挿 入 部 径
の 細 径 化 を 図 れ 、 観 察 性 能 に 優 れ た 体 腔 内 観 察 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 体 腔 内 観 察 装 置 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 の 先 端 部 に 超 音 波 振 動 子 、 ス リ ッ
プ リ ン グ 、 エ ン コ ー ダ 及 び 駆 動 モ ー タ を 有 す る 超 音 波 ユ ニ ッ ト が 配 置 さ れ 、 前 記 先 端 部 に
配 置 さ れ る 先 端 キ ャ ッ プ 内 部 に 位 置 す る 前 記 超 音 波 振 動 子 が 前 記 駆 動 モ ー タ に よ っ て 機 械
的 に 回 転 さ れ て 体 腔 内 超 音 波 画 像 を 得 る 体 腔 内 観 察 装 置 で あ っ て 、
前 記 先 端 部 に 超 音 波 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る ス リ ッ プ リ ン グ 、 エ ン コ ー ダ 及 び 駆 動 モ ー タ を 配
置 す る ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 を 形 成 し 、 こ の ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 と 前 記 先 端 キ ャ ッ プ が 形 成
す る キ ャ ッ プ 内 空 間 部 と で 構 成 さ れ る 超 音 波 用 空 間 部 を 、 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 を 所 定
状 態 で 支 持 す る よ う に 配 置 さ れ る 環 状 の 駆 動 軸 支 持 部 材 に よ っ て 振 動 子 配 置 空 間 と 機 構 部
配 置 空 間 と に 分 割 し 、
前 記 振 動 子 配 置 空 間 内 に 超 音 波 伝 達 媒 体 を 充 填 す る 一 方 、 前 記 機 構 部 配 置 空 間 内 に 絶 縁 性
油 を 充 填 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 は 、 駆 動 軸 支 持 部 材 に よ っ て 所 定 状 態 で 支 持 さ れ
て 回 転 す る 。 こ の と き 、 予 め 、 機 構 部 配 置 空 間 に 絶 縁 性 油 が 充 填 さ れ 、 振 動 子 配 置 空 間 に
超 音 波 伝 達 媒 体 が 充 填 さ れ て い る の で 、 振 動 子 配 置 空 間 内 の 超 音 波 伝 達 媒 体 が 機 構 部 配 置
空 間 に 漏 出 し て 電 気 的 な 不 具 合 が 発 生 す る こ と や 気 泡 の 元 に な る 空 気 が 超 音 波 伝 達 媒 体 側
に 侵 入 す る こ と が 防 止 さ れ る と と も に 、 こ の 機 構 部 配 置 空 間 に 充 填 さ れ て い る 絶 縁 性 油 が
潤 滑 油 と し て 作 用 し て ス リ ッ プ リ ン グ の 信 号 伝 達 が 良 好 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 構 成 を 説 明 す る
図 、 図 ２ は 超 音 波 観 察 部 を 形 成 す る 工 程 を 説 明 す る 図 で あ る 。
な お 、 図 ２ （ ａ ） は ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 に 超 音 波 ユ ニ ッ ト を 配 置 し た 状 態 を 示 す 図 、 図 ２
（ ｂ ） は 機 構 部 配 置 空 間 部 に 絶 縁 性 油 を 充 填 す る 工 程 を 説 明 す る 図 、 図 ２ （ ｃ ） は 振 動 子
配 置 空 間 部 に 超 音 波 伝 達 媒 体 を 充 填 す る 工 程 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 体 腔 内 観 察 装 置 は 超 音 波 内 視 鏡 １ で あ り 、 挿 入 部 先 端 部 （
以 下 、 先 端 部 と 略 記 す る ） ２ に は 観 察 光 学 系 ３ 及 び 照 明 光 学 系 （ 不 図 示 ） を 配 置 し て 内 視
鏡 的 観 察 を 行 え る 内 視 鏡 観 察 部 １ ａ と 、 超 音 波 振 動 子 ４ を 備 え た 超 音 波 ユ ニ ッ ト ５ を 配 置
し て 超 音 波 断 層 画 像 を 得 て 超 音 波 診 断 を 行 え る 超 音 波 観 察 部 １ ｂ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト ５ は 、 超 音 波 信 号 を 出 射 す る と と も に 、 超 音 波 診 断 断 層 画 像 を 構 築 す
る た め の エ コ ー デ ー タ を 取 得 す る 前 記 超 音 波 振 動 子 ４ と 、 こ の 超 音 波 振 動 子 ４ を 回 転 さ せ
る 駆 動 モ ー タ １ １ と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ４ の 回 転 角 を 検 出 す る エ ン コ ー ダ １ ２ と 、 前 記 超
音 波 振 動 子 ４ と 図 示 し な い 超 音 波 観 測 装 置 と の 間 の 信 号 授 受 を 行 う ス リ ッ プ リ ン グ １ ３ と
、 後 述 す る 駆 動 軸 支 持 部 材 １ ４ と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 先 端 部 ２ に は 前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト ５ を 構 成 す る 駆 動 モ ー タ １ １ 、 エ ン コ ー ダ １ ２ 、 ス
リ ッ プ リ ン グ １ ３ 及 び 駆 動 軸 支 持 部 材 １ ４ を 配 置 す る た め の ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 ７ が 形 成
さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 先 端 部 ２ の 先 端 に は ポ リ メ チ ル ペ ン テ ン や ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ エ
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ー テ ル ブ ロ ッ ク ア ミ ド 等 、 超 音 波 透 過 性 に 優 れ た 材 質 で 形 成 さ れ た 先 端 キ ャ ッ プ ６ が 配 設
さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 ７ と 前 記 先 端 キ ャ ッ プ ６ が 形
成 す る キ ャ ッ プ 内 空 間 部 ６ ａ と で 構 成 さ れ る 超 音 波 用 空 間 部 ８ 内 に 、 前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト
５ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト ５ を 構 成 す る 駆 動 軸 支 持 部 材 １ ４ は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ４ と 前 記 ス リ
ッ プ リ ン グ １ ３ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 駆 動 軸 支 持 部 材 １ ４ は 例 え ば 円 環 状 の 弾 性
部 材 で 形 成 さ れ て お り 、 外 面 側 が 前 記 ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 ７ の 内 周 面 ７ ａ に 略 当 接 す る と
と も に 、 内 面 側 が 前 記 駆 動 軸 １ １ ａ の 外 周 面 １ １ ｂ に 略 当 接 し た 状 態 で こ の 駆 動 軸 １ １ ａ
を 軸 支 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ４ は 例 え ば 円 板 １ ５ の 一 面 側 に 固 定 配 置 さ れ て お り 、 こ の 円 板 １
５ が 前 記 駆 動 モ ー タ １ １ か ら 突 出 す る 駆 動 軸 １ １ ａ の 先 端 部 に 一 体 的 に 固 定 さ れ て い る 。
符 号 ６ ｂ は 前 記 先 端 キ ャ ッ プ ６ の 後 述 す る 開 口 ６ ｃ を 閉 塞 す る 蓋 部 材 で あ り 、 符 号 ２ ａ は
絶 縁 性 油 ３ １ を 充 填 す る た め の 注 入 孔 で あ り 、 栓 ２ ｂ に よ っ て 閉 塞 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト ５ を 先 端 部 ２ の ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 ７ 内 に 配
置 固 定 す る こ と に よ っ て 、 こ の ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 ７ は 前 記 駆 動 軸 支 持 部 材 １ ４ よ り 底 部
側 に 位 置 し て 前 記 駆 動 モ ー タ １ １ 、 エ ン コ ー ダ １ ２ 及 び ス リ ッ プ リ ン グ １ ３ が 配 置 さ れ る
機 構 部 配 置 空 間 １ ６ と 、 前 記 駆 動 軸 支 持 部 材 １ ４ よ り 先 端 側 に 位 置 し て 前 記 先 端 キ ャ ッ プ
６ が 形 成 す る キ ャ ッ プ 内 空 間 部 ６ ａ と で 振 動 子 配 置 空 間 １ ７ を 構 成 す る キ ャ ッ プ 側 空 間 ７
ｂ と に 分 割 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 ま ず 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 例 え ば 媒 体 注 入 器 ３ ３ に よ っ て 注 入 孔 ２ ａ を 介 し
て 絶 縁 性 油 ３ １ を 機 構 部 配 置 空 間 １ ６ 内 に 注 入 し て い く 。 そ し て 、 こ の 機 構 部 配 置 空 間 １
６ 内 に 所 定 量 の 絶 縁 性 油 ３ １ を 注 入 し て 超 音 波 ユ ニ ッ ト ５ を 構 成 す る 駆 動 モ ー タ １ １ 、 エ
ン コ ー ダ １ ２ 及 び ス リ ッ プ リ ン グ １ ３ が 所 定 浸 漬 状 態 に な っ た な ら 、 注 入 孔 ２ ａ を 栓 ２ ｂ
に よ っ て 閉 塞 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 前 記 先 端 部 ２ の 所 定 位 置 に 蓋 部 材 ６ ｂ を 取 り 外 し た 状 態 の 先 端 キ ャ ッ プ ６ を 装 着 す
る 。 こ の こ と に よ っ て 、 こ の 先 端 キ ャ ッ プ ６ の キ ャ ッ プ 内 空 間 部 ６ ａ と 前 記 キ ャ ッ プ 側 空
間 ７ ｂ と で 振 動 子 配 置 空 間 １ ７ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 い で 、 前 記 先 端 キ ャ ッ プ ６ の 開 口 ６ ｃ を 介 し て 生 体 の 観 察 に 最 適 な 超 音 波 伝 達 媒 体 で あ
る 例 え ば 水 ３ ２ を 振 動 子 配 置 空 間 １ ７ 内 に 注 入 し て い く 。 そ し て 、 こ の 振 動 子 配 置 空 間 １
７ 内 に 所 定 量 の 水 を 注 入 し て 超 音 波 振 動 子 ４ が 所 定 水 没 状 態 に な っ た な ら 、 前 記 蓋 部 材 ６
ｂ で 開 口 ６ ｃ を 閉 塞 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ れ ら の こ と に よ っ て 、 図 １ に 示 す よ う に 先 端 キ ャ ッ プ ６ の 振 動 子 配 置 空 間 １ ７ 内 に 配 置
さ れ た 超 音 波 振 動 子 ４ が 水 没 状 態 に な る と と も に 、 機 構 部 配 置 空 間 １ ６ 内 に 配 置 さ れ た 駆
動 モ ー タ １ １ 、 エ ン コ ー ダ １ ２ 及 び ス リ ッ プ リ ン グ １ ３ が 絶 縁 性 油 で 浸 漬 さ れ た 状 態 に な
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト ５ の 基 端 部 か ら は 前 記 駆 動 モ ー タ １ １ 、 エ ン コ ー ダ １ ２ 及 び ス
リ ッ プ リ ン グ １ ３ か ら そ れ ぞ れ 延 出 す る 図 示 し な い 信 号 線 が 挿 通 す る 信 号 ケ ー ブ ル ３ ０ が
延 出 し て い る 。 こ の 信 号 ケ ー ブ ル ３ ０ の 基 端 部 は 図 示 し な い 超 音 波 観 測 装 置 に 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に 、 ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 と 前 記 先 端 キ ャ ッ プ が 形 成 す る キ ャ ッ プ 内 空 間 部 と で 構
成 さ れ る 超 音 波 用 空 間 部 を 、 超 音 波 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 の 所 定 位 置 に
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配 置 さ れ て 、 こ の 駆 動 軸 の 外 周 面 及 び ユ ニ ッ ト 配 置 用 凹 部 の 内 周 面 に 密 接 す る 駆 動 軸 支 持
部 材 に よ っ て 振 動 子 配 置 空 間 と 機 構 部 配 置 空 間 と に 分 割 し 、 機 構 部 配 置 空 間 に 絶 縁 性 油 を
充 填 し て 超 音 波 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 駆 動 モ ー タ 、 エ ン コ ー ダ 及 び ス リ ッ プ リ ン グ を 浸 漬 さ
せ 、 振 動 子 配 置 空 間 に 超 音 波 伝 達 媒 体 を 充 填 し て 超 音 波 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 超 音 波 振 動 子
を 水 没 さ せ る こ と に よ っ て 、 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ る 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 に か か る 抵 抗
を 大 幅 に 低 減 し て 駆 動 軸 を 回 転 さ せ る た め に 必 要 な ト ル ク を 小 さ く し て 、 小 型 の 駆 動 モ ー
タ を 配 置 し て 超 音 波 内 視 鏡 の 細 径 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、
さ ら に 、 超 音 波 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る ス リ ッ プ リ ン グ を 絶 縁 性 油 に 浸 漬 さ せ た こ と に よ っ て
、 絶 縁 性 油 が 潤 滑 材 と し て 作 用 し て 、 信 号 伝 達 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 体 腔 内 観 察 装 置 を 超 音 波 内 視 鏡 と し て 説 明 し て い る が 、 体 腔
内 観 察 装 置 は 超 音 波 内 視 鏡 に 限 定 さ れ る も の で は な く 超 音 波 プ ロ ー ブ 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
尚 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し
な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 電 気 的 不 具 合 の 発 生 を 防 止 し 、 挿 入 部 径 の 細 径 化 を
図 っ た 、 観 察 性 能 に 優 れ た 体 腔 内 観 察 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 構 成 を
説 明 す る 図
【 図 ２ 】 超 音 波 観 察 部 を 形 成 す る 工 程 を 説 明 す る 図
【 図 ３ 】 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 の 構 成 を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 超 音 波 内 視 鏡
４ … 超 音 波 振 動 子
５ … 超 音 波 ユ ニ ッ ト
８ … 超 音 波 用 空 間 部
１ １ … 駆 動 モ ー タ
１ １ ａ … 駆 動 軸
１ ２ … エ ン コ ー ダ
１ ３ … ス リ ッ プ リ ン グ
１ ４ … 駆 動 軸 支 持 部 材
１ ６ … 機 構 部 配 置 空 間
１ ７ … 振 動 子 配 置 空 間
３ １ … 絶 縁 性 油
３ ２ … 水
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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